
　　各質問項目を読んで、評価欄Ａ～Ｄのどれかに○印を付けてください。

１　教育活動について

領域 対象 今年度の目標 数値目標等 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 評価数値

2 7 4 0

15% 54% 31% 0%

4 6 3 0

31% 46% 23% 0%

1 5 7 0

8% 38% 54% 0%

3 8 2 0

23% 62% 15% 0%

2 6 4 1

15% 46% 31% 8%

2 9 2 0

15% 69% 15% 0%

1 6 5 2

7% 43% 36% 14%

2 4 6 2

14% 29% 43% 14%

○前期から後期へむけ
ての改善項目の策定５
以上。

3 6 5 0

21% 43% 36% 0%

4 6 4 0

29% 43% 29% 0%

5 7 2 0

36% 50% 14% 0%

3 7 3 1

21% 50% 21% 7%

※　教育活動６項目について無回答各１名有り
２　上記１のほか、学校存続に係る受検生確保に向けた校長の学校経営動向
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令和４年度上磯高校　自己評価アンケート結果

今後も継続して、説明会・面
談等を実施していく。

本校の行事や取組とのリン
ク依頼を年度当初から実施
し、策定・実施する。

3.4

3.8

3.8

総合的な探究の指導計画
をもとに研修を実施し、各
教科における探究活動を促
進する。

校内研修等を通じて、各教
科におけるICT活用の状況
を全体へ共有する機会を設
ける。

生徒会行事に取り組む視
点を学校生活の自律に応
用できるよう支援する。
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改善方策

3.6

3.8

3.2

数値目標を精査し、人事評
価定期面談等で実効感を
確認する。

今後も学年と連携して実施
していく。

校則整備について評価・改
善の視点を持ち効果的な運
用を目指す。

○協働体制の有機的
連携により45h/月の超
過勤務者数の前年度
比50%減。

○授業評価､観点別評
価及びICT活用の研修
会をのべ３回以上実
施。

3.0

3.6

3.8

3.0

生
徒
指
導

２　社会性の修得 ・教育に関する情報のみならず、社会の動きや課題について職員
に情報提供し、高い社会性を有する教員として校務にあたること
ができたか。
 

○各テ－マごとのミニ
発表会実施を３回以
上。

１　研修の充実 ・学習評価や新カリ、ＢＹＯＤ端末活用での全体的、計画的な研修
と個々の研修還元報告等を組み合わせ、職員の意識を高めるこ
とができたか。

○各種研究協議会に
おける研究発表者を年
間のべ２名以上。

・校務運営上の調整や課題解決に向け、個々の職員が主体的に
取り組むとともに、他の職員と協働し、円滑に校務運営を進めるこ
とができたか。

教
員
の
資
質
能
力
向
上

２　市内小中学校､地域
 への情報発信及び交
 流活動の実施

教
育
活
動

１　北斗高等支援学校
  との連携強化

・連絡会議を機能的なものとし、方向性の共有、早期での課題把
握など、「協和」実現に向けた計画、具体的な取組を提案すること
ができたか。

○月例の連絡会議実
施による課題解決と計
画策定により実施事項
５以上。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

１　生徒会活動の充実 ・生徒会行事のみならず、日常の学校生活を躍動させる取組を、
企画・実践・持続する指導を行えたか。

○生徒会企画行事を
年９回実施。

○校則整備を生徒や
保護者へのアンケ－ト
を通して前期修了まで
に実施

学
校
運
営

１　進路実現に向けた
 意欲の喚起

・「総合的な探究の時間」や「ＬＨＲ」を有効に活用し、生徒に夢を
持たせ、その実現に持続的に取り組ませることができたか。

○学校説明会､応募前
職場見学に２回以上参
加する意識定着の推
進。進

路
指
導

１　学習意欲の向上 ・観点別評価、新カリキュラムを定期的に検証するとともに、学習
成果発表の場を設定するなど、学習意欲を向上させる取組を実
施できたか。

○各教科の探究学習
や実技等の成果発表
会を各期ごとに実施。

２　ＩＣＴ活用の促進 ・全教員がＢＹＯＤ端末を有効に活用する授業実践を行うととも
に、教科ごとの効果的な活用について研究を進めることができた
か。

２　学年､保護者への
 情報発信

組
織
運
営

○市内小中学校児童
生徒との交流事業５以
上。

１　担当校務の平準化 ・今年度教育計画の実施事項､分担者等を前期に見直し､後期に
平準化に向け取り組むなど､実効性ある働き方改革を実行できた
か。

２　協働する職員集団
 の構築
  【働き方改革を意識】

・本校からの情報発信のみならず、小中学校との共同の活動や地
域行事への積極的な参加により、児童生徒との直接的な交流が
図られたか。

4.0
継続発展させていく。

3.6

２　生徒・保護者との生
 徒指導の在り方共有

・校則､学校行事等に対する生徒･保護者の意向把握に努め､本
校の方針･在り方を再検討し､よりよい生徒指導体制を築けたか。

・生徒の進路希望をよく理解し、実現に向けた支援を学年、保護
者が行えるよう適切な情報発信及び助言を行うことができたか。

○各学年ごとの成果発
表会と企業訪問の実
施。

※ 評価欄の数字は､今年度の評価を５
点法(A=５点､B=3.75点､C=2.5点､D=１.25
点)に換算し、表記した数値です。ここでの各評価は、Ａ：十分である　Ｂ：おおむね十分である　Ｃ：不十分である　Ｄ：改善を要する　です。

目標達成のための評価の観点

令和５年(2023年) １月19日（木)あ

学
習
指
導

　　　　　　 五稜郭、本通、巴、旭岡、戸倉、湯川、深堀）

中学校保護者説明会（茂辺地）

中学校生徒・保護者説明会（戸倉ふれあい学級）

「これからの高校づくりに関する指針」改訂版(素案）に係る意見を聞く会（ＺＯＯＭ）

第2回配置計画地域別検討協議会（ＺＯＯＭ）

第1回配置計画地域別検討協議会
確
認

方
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訪
問

中
学
校

Ｐ
Ｒ
実
践

説
明

対
面

新
規
連
携

外
部
団
体

北斗市立【上磯、浜分、大野、石別、茂辺地】木古内町立【木古内】七飯町立【七飯、大中山】函館市立【桔梗、赤川、亀田、青柳、港

　　　　　　 五稜郭、本通、巴、旭岡、戸倉、湯川、深堀）

北斗市立【上磯、浜分、大野、石別、茂辺地】木古内町立【木古内】七飯町立【七飯、大中山】函館市立【桔梗、赤川、亀田、青柳、港

学校ＰＲポスタ－VOL.１の作成・配付

学校ＰＲポスタ－VOL.３の作成・配付

学校説明会ＰＲポスタ－の作成と配布

学校ＰＲポスタ－VOL.２の作成・配付

フリ－スク－ル「エンジェルハ－ト」会合参加

フリ－スク－ル「エンジェルハ－ト」会合参加

フリ－スク－ル「エンジェルハ－ト」会合参加


